
岩手小学校

生き生きと活動する児童の育成

～コミュニケーション能力の向上をめざす英語科学習のあり方～

Ｉ研究の内容・方法

（１）教育課程の実践と改善

ア昨年度作成した教育課程をもとに授業実践をし，継続α修正

イ「読む」「書く」の位置づけと学年系列

ウＩ－ＩＲＴ・ＡＬＴ・ＪＴＥとの有効な連携方法

エ評llli力法や内容

（２）教師の授業力向上のための取り組み

ア指導方法の工夫・改善

イ児童の興味・関心等学習状況の把握

ウ先進校の視察，講師を招いての研修会

エ教師のクラスルームイングリッシュ向上のための研修

（３）学習環境の整備

ア英語活動がより楽しく，親しみやすくなるような環境条件の整備，資料制作

イゲーム的活動などのアクテイビテイがさらに充実するような，教材・教具の

制作

ウ活動を充実させる電子機器等の活111法研修

エ英語ボランティアとの連携の工夫

（４）児童の実態調査

アンケートの調査と分析：５月，１月

（５）研究の方法

く全体研究＞

・研究授業を行い，研究主題の追究を行う。（ＴＣ要請）

・部会研究の内容を交流する。

＜部会研究＞

・カリキュラム部と授業づくり部を置く。

【カリキュラム部】教育課程の見直し，「読む」「書く」の学年系列

【授業づくり部】指導方法，指導形態の工夫自己評価方法や評定について
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Ⅱ成果とｉｉ１ＭＪ

ｌ成果

・'11梨Tl｢版小学校英語科学習脂導要倣を作成することをjⅢして，何をどこまで指導し

てらよいのか，学ｲＩｉの系統１１:もIﾘ1確になってきた。

・授業(ﾘﾄ究だけでなく，夏季英語科1Ｊ}修，ブロックlＩ}究，授業参観などにli1け教師が

授業|ﾉ､I容を計Ⅲi火践することが，教i1iliの授業ﾉﾉ|(il上につながった。そのことが児童

の意欲につながっている。

．〕イＩ２Ｌｌｉ以｣:は今ｲ|:度「１１１く」IIIi1lil1内容を工夫しながら授業でＩＩｆｉ導した。児童の意欲

関心をifiめる結采になったことが，アンケート結果からも伺える。

２課題

・英語科の学習を〕、して，学習''１のコミュニケーション能ﾉﾉが商まっている価|{11にあ

るが，ルlil人荒があったり，他の学習や普段のZ1I1iIiに｣|ｉかせていない部分もあったり

するので，今後も指導を継続していく必要がある。１１i元のllIi成「ｌｌＩｌくドリル→話す

ドリル→コミュニケーション1iii動」をさらに１Ｊ}究して，効果的な脂導に結びつけて

いきたい。

・今ｲ１１度作成した「各学ｲ|ﾐｲｌｉｌｌＩ１脂導計画」「lii元ⅢⅣ:智)H導計i、」に」,Lづいて指導し，

３５１１Ⅲ1のモデル授業案を作成していく。

・今ｲlil史３ｲ'1化以-ｋで，「ｆｌﾄﾞく」Ｗ;動に取り組み始めた。児』ifが41ﾐき生きと意欲的に

取り細む姿がみられた。未ｲ１２度は、単元ごとの言iYi材料であるlii談の選択性や選択

の系統fliを考えながら指導していく。

.「話す」「lHlく」「読む」「響く」の４技能のバランスを弩えながら，１１i元}断成を決め

検証していく。

・評(llli評定について

Ⅲ成采物

ｌ研究授業案５ｲ|皇英諦科「メリークリスマスどんなプレゼントが欲しい？」

2111梨ilj版小学校英諮科学iWlH導要領【岩手小プラン】

英iWli科|]標ｉi地,(())llff学ｲＩｉの'二|標と内容

各学ｲ|{の'三|標と|ﾉﾘ容（ﾉﾙIiMl的言論事項）一覧表iili(|Iliの側ﾉA(とDJⅦI｛

３英語科ｲＩｉｌｌＩｌ指導計画各学ｲlilli元一覧表

４各学ｲIilli元別学習指導計ilhi例

５ライティングプリントふりかえりカード

(Ｉﾘﾄ究主(［ljUi瀬IﾘＩ子）
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